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029 環境に配慮した活動の促進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

03 生活環境の保全
生活環境部 環境政策課

環境保全に関する適切な情報の提供や交流を行うことにより、市民一人ひとりが環境に対して高い意識を持ち、積極的に環境に配
慮した行動を実践しています。また、地球温暖化を防止し地球環境を保全するため、エネルギー消費や環境負荷を低減する活動を
実施し、環境にやさしい生活を送っています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標①について、エネルギー消費量、二酸化炭素排出量ともに減少はしているが、目標達成に向けては、更なる取組が必要である。

31,575,000 36,069,000 34,760,000

35,000 28,000 33,000

131,000 1,631,000 1,698,000

0 0 0

1,391,000 7,019,000 2,587,000

30,018,000 27,391,000 30,442,000

38,904,000 36,064,000 0

33,251,238 30,528,120 0

21,000 16,000 0

7,173,947 1,611,537 0

0 0 0

1,358,000 5,234,600 0

24,698,291 23,665,983 0

85.5 84.6 0.0

5.47 5.47 0.00

42,018,483 42,983,774 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

402,148 369,543 0

75,671,869 73,881,437 0

①二酸化炭素排出量

1,145.1

1000t-CO2

1,062.6 - - -

93.8 - - -

996.2

②省エネ行動の取組率

37

％

62.1 - - -

69.4 0.0 0.0 0.0

89.5

③小学校・中学校への太陽光発電
システム等の導入校数

3

校

3 - - -

60.0 0.0 0.0 0.0

5
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指標①について、エネルギー消費量、二酸化炭素排出量ともに減少はしているが、目標達成に向けては、更なる取組が必要である。

府中市職員エコ・アクションプラン及びISO14001の適正運用を行い、環境負荷低減に努めた。
姉妹都市長野県佐久穂町と、平成２３年７月に「府中市と佐久穂町との地球環境保全のための連携に関する協定」を締結し、カーボンオフセットを
実施している。実施にあたっては、長野県「森の里親促進事業」の趣旨に則り、二酸化炭素の吸収量を増加させるとともに、住民相互が自然に親し
み体験する機会を確保した。事業継続のため、第２期協定を締結した。
平成１７年度から、地球温暖化防止対策の一環として、再生可能エネルギーの導入促進及び省エネルギーを推進するため、環境に配慮した住宅設備
の設置に要する費用の一部を助成している。平成３０年度までの累計で、約３，３４４，９３８ｔの二酸化炭素削減が見込まれている。
啓発事業として、平成１８年度から「環境フェスタ」を開催し、その後、他の事業との共同開催や新規イベントを開催し、拡充を図った。平成２４
年度からは「環境フェスタ」「グリーンフェスティバル」「リサイクルフェスタ」を統合した、「府中環境まつり」を開催した。
平成２３年１２月１日に環境保全活動センターを開設した。運営にあたってはサポーター及びサポーターから選出した運営委員の協力を得ながら、
会報、ＨＰ等により情報を発信した。平成２４年度から、企業・市民の協力を得て「クール・エコの集い」を開催するなど、活動の拡大を図った。
平成１３年度から環境学習講座を実施するほか、ＮＰＯ団体や東京農工大学への委託による環境調査を実施し、結果を「府中の環境」で公表した。
平成２５年度より府中市専用水道等の事務委託に関する規約に基づいて、専用水道等の管理及び執行を東京都に委託している。

平成３０年度は、ISO14001に基づき、自ら宣言する「自己適合宣言」を行った後の初年度となることから、環境マネジメントシステムにおける質の
低下が生じないよう努めなければならないため、環境監査において、専門機関及び他自治体職員に加わっていただき、公平性及び透明性の確保に努
めた。今後は、環境監査における運用方法について精査し、更なる実効性を高めていく必要がある。

エコハウス設備設置補助金の申請（及び交付）件数減少が見受けられるため、制度内容の見直しを行い、対象となる環境設備の精査を行っていく。
環境監査については、平成３０年度に４市（昭島市、日野市、調布市及び府中市）相互環境監査マニュアルを策定したことに伴い、令和元年度より
同マニュアルに基づき相互環境監査を実施し、自治体間の連携を深めるとともに環境監査の実効性を高めていく。
環境保全活動センターの更なる広報活動を行い、市民・事業者への周知を図り、来訪者の増加を目指す。また、環境保全活動センターサポーターと
の連携を図り、環境保全に関する相談対応等の連絡体制を確立させる必要がある。
環境学習講座の周知方法等に工夫をし、市民の参加者を増加させる必要がある。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

遅れが生じている。このま
までは目標達成が難しい

・エネルギー消費量の削減
・市民への環境学習機会の
提供及び環境行動の啓発
・職員による環境負荷低減
行動の促進

・二酸化炭素排出量の更な
る削減
・二酸化炭素排出量削減に
向けた取組の面的展開
・環境に係るリーダーの育
成



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

環境マネジメントシステム運営
事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

8,416

法令・都条例に基づく届出
。
環境監査の一部を外部委託
等を行い、環境法令の遵守
及び徹底に努める。

法令・都条例に基づく届出
。
環境監査の一部を外部委託
を行うのに加え、相互環境
監査マニュアルに基づく、
環境監査を実施する。

法令・都条例に基づく届出
。
第４次府中市職員エコ・ア
クションプランの見直しを
行う。

法令・都条例に基づく届出
。
第３次環境基本計画を立案
するための準備にとりかか
る。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

法令・都条例に基づき、期
限内の届出を行った。
ISO14001に基づく「自己適
合宣言」に伴い、環境監査
に専門機関や他市職員に参
加していただき、実効性の
確保に努めた。

環境保全活動事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

17,748

環境啓発事業の実施。 環境啓発事業の実施。 環境啓発事業の実施。 環境啓発事業の実施。

やや遅れているが、概ね順
調

概ね計画どおり事業実施が
図れた。また、環境保全活
動センターの適切な移転先
及びその運営内容の見直し
などの検討を行なった。

地球温暖化対策事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

103,222

カーボンオフセット事業及
び森林間伐体験事業の実施
。
カーボンオフセット事業に
係る新たな協議書の策定を
する。

カーボンオフセット事業及
び森林間伐体験事業の実施
。
佐久穂町との協議書及び森
林整備計画に基づき事業実
施していく。

カーボンオフセット事業及
び森林間伐体験事業の実施
。
佐久穂町との協議書及び森
林整備計画に基づき事業実
施していく。

カーボンオフセット事業及
び森林間伐体験事業の実施
。
佐久穂町との協議書及び森
林整備計画に基づき事業実
施していく。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

佐久穂町が定めた森林整備
計画に基づき施業ができて
いる。また、今後の森林整
備の方法等について佐久穂
町と協議書を策定した。



優
先
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要
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７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 環境審議会運営事業 20 660,000 418,000 660,000 環境施策について、審議会を開催
し、審議する。

B 1 A B

2 環境マネジメントシステム運営事
業

20 6,032,000 4,270,212 3,811,000 環境マネジメントシステムの運営 B 1 A C

3 環境保全活動事業 20 5,170,000 4,832,114 5,937,000
環境保全活動センターを中心とし
、市民・事業者・行政が一体とな
った環境啓発事業を実施する

B 1 A B

4 地球温暖化対策事業 20 20,116,000 17,862,960 20,347,000
府中市地球温暖化対策地域推進計
画の推進、環境に配慮した住宅設
備の設置の助成

B 1 A A

5 専用水道等衛生対策事業 10 4,091,000 3,144,834 4,005,000 専用水道等の衛生管理の事務事業 B 1 A B

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 36,069,000 30,528,120 34,760,000
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030 まちの環境美化の推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

03 生活環境の保全
生活環境部 環境政策課

市民と市が協力し、まちの美化推進を行うことで、全ての市民がごみやたばこのポイ捨て、路上喫煙、ペットのふんの放置をしな
いなど、高い美化意識を持ち、美しく快適な環境を維持しています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

【指標１】平成29年度における実績値5を目標としており、市民協働の手法を活用し、様々な形で清掃活動を行っている。
【指標２】他の類似制度もあり、本数値のみでの評価は難しいが、毎年順調に実績を残している。
【指標３】あくまで趣旨は美化意識の向上であり、ごみ回収量の減少を目指すものであるが、平成28年度は基準値以上の回収量となった。

26,125,000 27,759,000 25,665,000

0 0 0

5,937,000 3,214,000 3,110,000

0 0 0

0 0 0

20,188,000 24,545,000 22,555,000

26,165,000 27,759,000 0

23,002,013 23,199,838 0

0 0 0

4,968,278 3,047,760 0

0 0 0

0 0 0

18,033,735 20,152,078 0

87.9 83.6 0.0

5.76 6.66 0.00

44,246,154 52,334,906 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

418,419 444,250 0

67,666,586 75,978,994 0

①周辺の美化清掃を実施した駅数

3

駅

3 - - -

60.0 0.0 0.0 0.0

5

②自主的な清掃活動への参加団体
数

72

団体

64 - - -

80.0 0.0 0.0 0.0

80

③美化活動における府中駅周辺の
ごみ収集量

8.68

㎏/回

6.73 - - -

118.9 - - -

8
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【指標１】平成29年度における実績値5を目標としており、市民協働の手法を活用し、様々な形で清掃活動を行っている。
【指標２】他の類似制度もあり、本数値のみでの評価は難しいが、毎年順調に実績を残している。
【指標３】あくまで趣旨は美化意識の向上であり、ごみ回収量の減少を目指すものであるが、平成28年度は基準値以上の回収量となった。

■「府中市まちの環境美化条例」で指定された【環境美化推進地区】を中心として、協定を締結した自治会、商店会、事業所などと協働により、定
期的な美化活動および啓発活動を行うとともに、【喫煙禁止路線】における路上喫煙のパトロールや地域の団体等による自主清掃の支援を実施し、
まちの環境美化に努めている。
■市民の安全で快適な生活環境確保のため、空き地・空き家対策、害虫・害獣対策を進めている。空き家対策においては、平成23年度に空き家調査
を実施し、市内の荒廃した空き家を把握し、同調査結果を踏まえた管理者指導を進め解決を図っているほか、根拠法に基づく体制整備に努めた。平
成28年度に附属機関を設置し、平成29年度には対策計画を策定をした。害虫・害獣対策においては、スズメバチの巣の駆除支援、害虫の自主駆除の
支援のために器具の貸出し・駆除方法の指導、東京都と連携してアライグマ・ハクビシン対策等を行っている。
■飼い主のいない猫の繁殖を抑止するため、登録している活動団体に去勢・不妊手術費の助成を行っているほか、平成28年度に『府中市「飼い主の
いない猫」対策ガイドライン』を策定し、市・ボランティア・地域が同じ方向性で対策に取組むための体制整備を行った。

■路上へのポイ捨て行為、ペットのふん尿放置等は未だに多く、いかに市民個々の環境美化意識向上を図るか、現在の事業と平行しながら、新たな
啓発方法を考えていかなければならない。
■飼い主のいない猫対策について、周知啓発による市民の理解の深化が求められている。
■管理されていない空き家の苦情相談が寄せられている。日々の改善指導のほか、問題の抜本的解決を図るため、法令・例規の定めに基づいて整備
された体制（平成29年度に計画策定）により、体系的に整理された形で対策に取り組む必要がある。

■環境美化の推進は、市民が主体となって積極的に関わっていくという意識を定着させていくために、効果的な事業実施と啓発を促進させていく。
また、指導や啓発を行う地域の選択・集中を進めるなどの対策を講じていく。【環境美化推進地区】においては、美化協定締結団体と協力員の拡大
を図り、協働による美化活動の輪を広げていく。【喫煙禁止路線】においては、路上喫煙パトロールについて、より効果的になるよう巡回時間や場
所を改善していく。
■生活形態の多様化により、害虫駆除等の相談内容も多様化してきており、適切な対応に必要な知識の取得も積極的に行っていく。加えて住環境に
おけるハクビシンの対策について、関係団体等と連携し対応していく。
■平成23年度に実施した空き家調査の結果を活用し、引き続き空き家対策を行っていく。また、法令・例規に基づき整備された市の体制により、対
策の方向性の明確化を図る。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

空き家対策について、平成
29年度に策定した計画に基
づき、専門的知見を有する
委員で構成される協議会に
おいて、特定空家等の認定
に向けた協議を行った。

啓発等により市民の環境美
化意識の向上を図ることが
できている一方、依然とし
て路上喫煙やポイ捨て等の
苦情・相談が寄せられてい
る。指導・啓発を行う地域
の選択や効果的な対策を進
めるなど、一層のマナー向
上の啓発を行う必要がある
。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理

030　まちの環境美化の推進

- 3 -

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

環境美化推進事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

41,328

　環境美化推進地区内にあ
る駅の周辺において、美化
清掃活動を実施する。
　「府中駅」・「中河原駅
」・「分倍河原駅」・「東
府中駅」・「府中本町駅」
が該当駅であり、平成３３
年度までに、全５駅での実
施を目標とする。

　環境美化推進地区内にあ
る駅の周辺において、美化
清掃活動を実施する。
　「府中駅」・「中河原駅
」・「分倍河原駅」・「東
府中駅」・「府中本町駅」
が該当駅であり、平成３３
年度までに、全５駅での実
施を目標とする。

　環境美化推進地区内にあ
る駅の周辺において、美化
清掃活動を実施する。
　「府中駅」・「中河原駅
」・「分倍河原駅」・「東
府中駅」・「府中本町駅」
が該当駅であり、平成３３
年度までに、全５駅での実
施を目標とする。

　環境美化推進地区内にあ
る駅の周辺において、美化
清掃活動を実施する。
　「府中駅」・「中河原駅
」・「分倍河原駅」・「東
府中駅」・「府中本町駅」
が該当駅であり、平成３３
年度までに、全５駅での実
施を目標とする。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

「府中駅」・「中河原駅」
において美化活動を実施（
「分倍河原駅」清掃は雨天
のため中止）。その他、自
主清掃活動の支援等を通じ
、引き続き市民のまちの環
境美化意識の向上を図るこ
とができた。

空き家・空き地等対策事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

2,644

・継続して荒廃した空屋所
有者への改善指導を実施す
る。
平成29年度中に策定された
「府中市空家等対策計画」
に基づき、特定空家等に対
する措置を実施する体制を
整備する。

・継続して荒廃した空屋所
有者への改善指導を実施す
る。
平成29年度中に策定された
「府中市空家等対策計画」
に基づき、特定空家等に対
する措置を実施する体制を
整備する。

・継続して荒廃した空屋所
有者への改善指導を実施す
る。
平成29年度中に策定された
「府中市空家等対策計画」
に基づき、特定空家等に対
する措置を実施する。

・継続して荒廃した空屋所
有者への改善指導を実施す
る。
平成29年度中に策定された
「府中市空家等対策計画」
に基づき、特定空家等に対
する措置を実施する。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

日々の改善指導を継続的に
行い、市民の管理意識向上
を図るとともに、専門的知
見を有する委員で構成する
協議会において、空家対策
計画に基づく体制整備を進
めた。

市民清掃活動事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

3,840

「多摩川清掃市民運動」を
実施することにより、市民
のまちの環境美化意識の向
上に努める。

「多摩川清掃市民運動」を
実施することにより、市民
のまちの環境美化意識の向
上に努める。

「多摩川清掃市民運動」を
実施することにより、市民
のまちの環境美化意識の向
上に努める。

「多摩川清掃市民運動」を
実施することにより、市民
のまちの環境美化意識の向
上に努める。

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

地域・企業等との連携によ
り、毎年の定例的な事業と
して市民に定着している、
多くの市民の参加を得るこ
とができた。参加すること
で、多くの市民がまちの環
境美化について意識するこ
とにつながっている。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）

030　まちの環境美化の推進
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 環境美化推進事業 30 10,157,000 9,866,067 9,917,000
市民と事業者との連携協働により
、美化活動推進と美化意識の啓発
を行う。

B 1 A B

2 害虫等駆除対策事業 30 1,768,000 1,416,652 2,195,000
危険害虫及び不快環境獣等の駆除
・捕獲などによる市民の安全な生
活環境保全事業

B 1 B B

3 空き家・空き地等対策事業 20 534,000 368,854 543,000
空き地及び空き家の適正管理を指
導し、周辺地域住民の生活環境の
悪化を防止する。

A A A

4 市民清掃活動事業 30 932,000 931,527 1,118,000 市民・事業者により多摩川河川敷
を一斉に清掃する。

B 1 B B

5 環境衛生普及対策事業 30 211,000 102,600 255,000 緊急発生した衛生害虫駆除等によ
る快適な生活環境の確保

B 1 B B

6 飼い主のいない猫対策事業 30 2,942,000 2,385,195 2,793,000
飼い主のいない猫の増加及び被害
防止のため、地域ぐるみで実施す
る対策活動の啓発と支援。

B 1 A A

7 公衆トイレ維持管理事業 30 11,215,000 8,128,943 8,844,000
西府駅北公衆トイレ及び府中駅西
公衆トイレ（だれでもトイレ）の
維持管理に関すること

B 1 B C

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 27,759,000 23,199,838 25,665,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

令和元年8月

平成30年度

- 1 -

031 公害対策の推進

Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

03 生活環境の保全
生活環境部 環境政策課

騒音、振動、悪臭、大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、地盤沈下を中心としたいわゆる典型７公害の監視体制が継続されており、事
業者に対し指導、助言等を行うことにより公害の発生が未然に防止されています。また、市民、事業者が積極的に環境活動に取り
組み、快適に過ごせる環境が保全されています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

指標２については目標を達成できている。指標１については工場、指定作業場からの公害に関する苦情は減少しているが、近隣関係の相談が増加し
ており、生活の多様化や地域コミュニティの希薄化が一因と思われ、環境部門のみの対応の困難さを感じている。

19,545,000 33,058,000 22,285,000

0 0 0

4,296,000 4,324,000 4,261,000

0 0 0

0 0 2,000,000

15,249,000 28,734,000 16,024,000

19,485,000 33,054,000 0

18,103,930 30,934,375 0

0 0 0

4,263,000 4,234,000 0

0 0 0

0 100,000 0

13,840,930 26,600,375 0

92.9 93.6 0.0

2.22 2.22 0.00

17,053,205 17,444,969 0

1.00 1.00 0.00

3,120,400 3,125,886 0

233,917 214,798 0

38,511,452 51,720,028 0

①市民1,000人当たりの公害
苦情件数

0.39

件

0.32 - - -

90.6 - - -

0.29

②騒音・大気汚染などの公害に悩
まされている市民の割合

15.1

％

13.2 - - -

90.2 - - -

11.9



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況

031　公害対策の推進

- 2 -

指標２については目標を達成できている。指標１については工場、指定作業場からの公害に関する苦情は減少しているが、近隣関係の相談が増加し
ており、生活の多様化や地域コミュニティの希薄化が一因と思われ、環境部門のみの対応の困難さを感じている。

主な取組として、騒音・振動測定、大気常時監視・測定調査、ダイオキシン類調査を実施している。
その他、水質調査や公害相談受付を中心に、工場認可申請や特定建設作業の届出、開発行為や中高層の事前協議などの際に公害発生の未然防止のた
めに業者への指導を行っている。
東日本大震災における東京電力福島第一原子力発電所の事故に伴い、市内のプール水、地下水の放射性物質や小学校等の空間放射線量、土壌の放射
性物質の調査分析を実施した。また、環境保全活動センターで空間放射線量測定器の貸出を行った。プール水の測定は平成２６年度を以って休止、
小学校での空間放射線量測定は平成２７年度から、毎日２２校を週１回１校に変更した。
権限移譲に伴い市に義務付けされた、市の区域に係る自動車騒音の常時監視を実施した。「電気用品安全法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引
の適正化に関する法律」「ガス事業法」に基づく電気用品等適正表示の調査は経済観光課に事務移管した。
これらの成果を「府中の環境」として冊子を作成し、市民へ公表した。

騒音・振動調査や水質汚濁・大気汚染調査などの実施にあたり、国の基準値や都の条例の規制値などの制度改正に注視を要する。また、権限移譲に
伴い事務事業が増加している。
苦情については、迅速な対応が求められるが、生活騒音など近隣間での苦情相談が増加しており、解決が困難な事例への対応が課題である。
事務が広範囲にわたり、苦情も複雑化するなかで、職員の専門知識の蓄積やコミュニティの希薄化が課題となっている。
令和元年度より環境確保条例第１１６条に係る事務処理が東京都から権限移譲されることにより、職員による専門的な知識な向上が求められる。

公害問題は、予測困難な新たな問題が発生することもあることから、日ごろから環境の監視体制を強化するとともに、事業者等に対する公害発生防
止のための指導や支援、情報提供が必要であり、公害の苦情体制の充実、国や都など関係機関との連携により、新たな公害にも迅速に
対応できるようにしていく。また、職員の経験不足を補うため、専門員の配置を進めた。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

・各種項目における計画的
な測定の実施

・一部の苦情処理における
根本的な解決



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理

031　公害対策の推進

- 3 -

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

公害防止指導対策事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

60,036

苦情への迅速な対応。
計画的な環境測定の実施。

苦情への迅速な対応。
計画的な環境測定の実施。

苦情への迅速な対応。
計画的な環境測定の実施。

苦情への迅速な対応。
計画的な環境測定の実施。

やや遅れているが、概ね順
調

計画的な測定を実施した。
苦情処理について、相隣関
係の苦情は解決困難な事例
が多く、対応に苦慮してい
る。

環境衛生分析調査事業

生活環境部 環境政策課

主要な事務事業

12,320

計画的な環境測定の実施。 計画的な環境測定の実施 計画的な環境測定の実施 計画的な環境測定の実施

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

計画的な測定を実施し、結
果を公表した。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）

031　公害対策の推進
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 公害防止指導対策事業 20 14,924,000 13,732,513 15,099,000 苦情処理、大気常時監視、騒音・
振動測定などの公害防止指導対策

B 1 A A

2 環境衛生分析調査事業 20 18,134,000 17,201,862 7,186,000
大気や水質、地下水、土壌汚染、
放射性物質などの汚染状況の調査
及び汚染防止対策

B 1 A B

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 33,058,000 30,934,375 22,285,000



基本目標

基本施策

達成率

指標の分析

実　績

決 算 額

予 算 現 額

当 初 予 算 額

都 支 出 金

国 庫 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

国 庫 支 出 金

執 行 率

間 接 経 費

職 員 人 件 費

（間接経費）

実　績

達成率

実　績

実　績

達成率

実　績

達成率

指標名
基準値

（単位）

実績の推移

目標値

（単位：円、人）２　事業費・人件費等の推移

嘱 託 員 数

実　績

嘱 託 員 人 件 費

市 債

（事業費）

（人件費）

職 員 数

１　施策の名称・めざす姿

施 策 評 価 シ ー ト

３　指標実績の推移等

達成率

達成率

総 コ ス ト

記 載 年 月

対 象 年 度

め ざ す 姿

施 策 名

総 合 計 画

都 支 出 金

市 債

そ の 他

一 般 財 源

主担当部課名

令和元年8月

平成30年度
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Ⅱ 安全で快適に暮らせる持続可能なまち（生活・環境）

03 生活環境の保全
生活環境部 住宅勤労課

　府中の森市民聖苑が安定的・効率的に運営され、市民が葬儀等を希望に沿った形で執り行うことができています。
　また、稲城市と共同で墓地及びメモリアルホールを管理運営し、安定的かつ永続性の高い公営の墓地を求める市民の需要に応え
ています。

H29年度 H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度 R 4年度

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

R 3年度

斎場の平均待ち日数の基準値を２日としているが、休館日や火葬を行わない日と重なると待ち日数が増加傾向にあり、また、市民の死亡者数に大き
く連動するため、死亡者数が年々増加傾向にある中で特に冬の時期に最大待ち日数が１２日となった。
墓地の供給期間は、世代間公平の視点から平面墓地（芝生・普通墓地）は７年間、集合墓地（合葬式・樹林式墓地）は21年間と計画し、平成27年度
に墓地募集を開始してから堅調に供給されている。しかしながら、平面墓地（芝生墓地）と集合墓地（合葬式墓地）の墓地申込数が減少傾向にあり
、最近の市民ニーズに対応した申込みしやすい制度とするなど墓地供給方法等の見直しを検討する必要がある。

252,246,000 228,553,000 222,324,000

0 0 0

0 0 0

0 0 0

80,066,000 79,072,000 85,431,000

172,180,000 149,481,000 136,893,000

252,246,000 235,810,000 0

249,236,982 233,309,110 0

0 0 0

26,900,000 0 0

0 0 0

76,801,367 80,500,599 0

145,535,615 152,808,511 0

98.8 98.9 0.0

6.45 6.46 0.00

49,546,475 50,763,287 0

0.00 0.00 0.00

0 0 0

1,096,764 1,830,247 0

299,880,221 285,902,644 0

①斎場平均待ち日数

2

日

2.6 - - -

73.1 - - -

1.9

②芝生墓地の供給状況

39.4

％

47 - - -

47.0 0.0 0.0 0.0

100

③普通墓地の供給状況

49.9

％

62.3 - - -

62.3 0.0 0.0 0.0

100

④合葬式墓地の供給状況

16.8

％

24.2 - - -

51.5 0.0 0.0 0.0

46.96

⑤樹林式墓地の供給状況

19.9

％

30 - - -

50.0 0.0 0.0 0.0

60



達成できている点

達成できていない点

進ちょく状況

今後の課題、状況や市民ニーズの変化

これまでの主な取組と成果

５　施策の評価

今後の展開

４　施策の進ちょく状況
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斎場の平均待ち日数の基準値を２日としているが、休館日や火葬を行わない日と重なると待ち日数が増加傾向にあり、また、市民の死亡者数に大き
く連動するため、死亡者数が年々増加傾向にある中で特に冬の時期に最大待ち日数が１２日となった。
墓地の供給期間は、世代間公平の視点から平面墓地（芝生・普通墓地）は７年間、集合墓地（合葬式・樹林式墓地）は21年間と計画し、平成27年度
に墓地募集を開始してから堅調に供給されている。しかしながら、平面墓地（芝生墓地）と集合墓地（合葬式墓地）の墓地申込数が減少傾向にあり
、最近の市民ニーズに対応した申込みしやすい制度とするなど墓地供給方法等の見直しを検討する必要がある。

１　斎場
　斎場の効率的運営を図り、通夜等待ち日数を減少させるため、平成２０年度に第４式場を開設するとともに友引の日の営業も開始した。また、耐
用年数の迫っている火葬炉の改修に備えて、平成２０年度に火葬炉２基を増設した。平成２５年度は中央監視システムの更新をはじめ、照明制御主
操作盤取替、火葬炉主燃炉修繕、厨房の機器ら設備及び排水設備の修繕、据置鉛蓄電池交換修繕、屋上床タイル目地補修などを行い経年劣化対策を
講じた。また、施設内料理店、売店の選定（５年毎）を実施した。平成２６年度、屋上塗装改修工事をはじめ祭壇洗浄等実施した。平成２７年度、
内壁タイル剥離か所の除去等緊急措置、側溝交換修繕、車止め交換修繕等実施、また法要和室の椅子席化を図った。平成２８・２９年度、内壁改修
工事を実施した。平成３０年度に駐車場料金の改定に伴う精算機及び空調設備を改修を行った。
２　墓地
　稲城市と共同して平成24年５月に稲城・府中墓苑組合を設立し、組合を事業主体として、平成25年３月に稲城市の南山東部土地区画整理事業地内
に墓苑用地を取得後、平成27年８月までに全ての整備工事が完了し、平成27年度から本市が関わる初の公営墓地として市民に供給を開始した。

１　斎場　
　市民聖苑の利用においては火葬件数が増加する一方で、式場においては告別式のみを行う利用や、葬式を行わずに火葬のみを行う利用が増加して
います。今後、利用者ニーズの把握・分析等に努め、利用者ニーズに応じた効率的かつ柔軟な施設運営に努める必要があります。
２　墓地
　施設の供用開始後の安定した管理運営を実現するため、組合と組織団体（府中市・稲城市）の３者で緊密に連携・協議を行っていく。安定的に墓
地供給することが望ましいが、昨今の社会情勢の変化から市民ニーズも変化しており、墓地供給方法等の見直しを検討する必要がある。

１　斎場
　市民聖苑の運営にあたっては、待ち日数の減少に努めるとともに、利用ニーズの多様化や簡素化等の変化に対応した効率的かつ柔軟な施設運営に
努めます。また、開設後２３年が経過する中で、円滑かつ安定的な施設運営を図るため、経年劣化等による施設・設備の点検等を強化継続し、必要
な改修、修繕・更新等を予防的な観点から積極的に行っていく。
２　墓地
　組合の墓地供給計画の着実な推進による安定的な財政運営及び管理運営が図られるよう、組織団体として積極的に協力・支援を行っていくととも
に、新たな市民ニーズに対応した申込みしやすい制度とするなど墓地供給方法等の見直しを検討していく。

H30年度 H31年度 R 2年度 R 3年度

目標達成に向け順調に進ち
ょくしている

府中の森市民聖苑を安定的
かつ効率的に運営するとと
もに、利用者ニーズに応え
、市民の皆様が葬儀や火葬
等をつつがなく行うことが
できている。
世代間公平の視点から、計
画的に墓地が供給されてい
る。

市民聖苑の運営にあたって
は、待ち日数の解消に至っ
ておらず、火葬件数が増加
傾向にある中で、葬儀等の
多様化や簡素化等の利用者
ニーズの変化などに対応し
た効率的かつ柔軟な運営が
できていない。また施設や
設備の老朽化が進む中での
十分な改修や更新等ができ
ていない。



【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

【進捗状況】 【進捗状況】 【進捗状況】

事業種別

【進捗状況】

事業種別

４か年事業費計(単位:千円)

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事務事業名称
４か年事業（上段：計画、下段：評価）

【進捗状況】

所管部署

４か年事業費計(単位:千円)

所管部署

事業種別

６　主要な事務事業の進行管理

032　斎場・墓地の管理運営
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平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

※４か年事業費計は、第６次府中市総合計画策定時に算出したもので、今後の予算編成等により、実際の予算額と差が生じる場合があります。
　また、工事等に関する部分は、経常的経費とは異なるため、算定から除いています。

府中の森市民聖苑管理運営事業

生活環境部 住宅勤労課

782,616

・主燃炉側壁セラミック修
繕（１号〜６号炉）
・棺台車交換修繕
・冷温水機気密箇所分解修
繕
・排水管洗浄委託
・保冷庫修繕など。
・大規模修繕計画策定に向
けた調査の検討

・主燃炉側壁セラミック修
繕（１号〜６号炉）
・キャリア台車交換修繕
・冷温水機気密箇所分解修
繕
・排水管洗浄委託
・保冷庫修繕など。
・大規模修繕計画策定に向
けた調査の実施

・主燃炉側壁セラミック修
繕（１号〜６号炉）
・棺台車交換修繕
・ＬＥＤ化照明交換委託
・排水管洗浄委託
・マルチエアコン修繕工事
・保冷庫修繕・漆器洗浄機
修繕など。
・大規模修繕計画の検討

・主燃炉側壁セラミック修
繕（１号〜６号炉）
・キャリア台車交換修繕
・ＬＥＤ化照明交換委託
・排水管洗浄委託
・保冷庫修繕
・冷蔵庫修繕など。
・大規模修繕計画策定

やや遅れているが、概ね順
調

平成３０年度に計画した施
設や設備等の改修について
はすべて実施することがで
きたが、大規模修繕計画策
定に向けた検討については
、具体化できていない。
　また、利用者ニーズの多
様化や変化等に応じた施設
運営については、今後、施
設改修も視野に入れて検討
する必要がある。

市民墓地整備・管理運営事業

生活環境部 住宅勤労課

45,004

稲城・府中墓苑組合の運営
について組織団体で構成す
る運営協議会において協議
するとともに、墓地の使用
者募集に係る市広報やホー
ムページ掲載、申込みしお
りの配布など協力し、市民
に公営墓地を計画的に供給
する。

稲城・府中墓苑組合の運営
について組織団体で構成す
る運営協議会において協議
するとともに、墓地の使用
者募集に係る市広報やホー
ムページ掲載、申込みしお
りの配布など協力し、市民
に公営墓地を計画的に供給
する。

稲城・府中墓苑組合の運営
について組織団体で構成す
る運営協議会において協議
するとともに、墓地の使用
者募集に係る市広報やホー
ムページ掲載、申込みしお
りの配布など協力し、市民
に公営墓地を計画的に供給
する。

稲城・府中墓苑組合の運営
について組織団体で構成す
る運営協議会において協議
するとともに、墓地の使用
者募集に係る市広報やホー
ムページ掲載、申込みしお
りの配布など協力し、市民
に公営墓地を計画的に供給
する。

やや遅れているが、概ね順
調

稲城・府中墓苑組合の運営
や墓地の使用者募集等につ
いて、組織団体として協力
・支援した。墓地の供給に
ついて、墓地の募集方法を
見直し、追加募集を実施し
ましたが芝生墓地及び合葬
式墓地１体用に募集残数が
生じた。



優
先
度当初予算額 決算額

当初予算額
事務事業の概要

事務事業
評価/

総合評価

重
要
度

事務事業名

事
業
種
別

人
件
費
事
業

７　構成事務事業の評価 （単位：円）
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H30年度 H31年度H30年度 H31年度

1 府中の森市民聖苑管理運営事業 30 215,482,000 220,238,110 210,511,000 市民が安心して葬儀等行なえる市
民斎場を管理運営する事業

B 1 A A

2 市民墓地管理運営事業 20 13,071,000 13,071,000 11,813,000 墓地の管理運営 B 1 A B

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

合 計 228,553,000 233,309,110 222,324,000


